
（設問数 3２問）

国語科
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【調査の目的】

【調査の概要】

○「大阪府」とは「大阪・公立学校」の結果を表しています。

○中学2年の「理科」はＡ・Ｂ2種類の選択問題があり、本市では問題Ａを5校（958名）が、問題Ｂ

を13校（1,813名）が選択しました。

○中学2年の「社会」はＡ・Ｂ2種類の選択問題があり、本市では全校が問題Ａを選択しました。

＊理科の選択問題については、各学校の年間カリキュラムでの指導内容によって選択しています。

○生徒に対するアンケート
全学年・教科で各２問

【調査結果の取扱い】

本調査により測定できるのは学力の特定の一部分であり，学校における教育活動の一側面に過

ぎません。そのため、序列化や過度な競争を目的とした取扱いにつながらないよう十分配慮をお

願いいたします。
調査結果については，本調査の目的を達成するため，自らの教育及び教育施策の改善，各生徒
の全般的な学習状況の改善等につなげることが重要と考えます。

数学科

（設問数 3１問）

英語科

（設問数39問）

国語科
（設問数 31問）

社会科Ａ
（設問数 36問）

数学科
（設問数 33問）

理科Ａ
（設問数 ３2問）

理科B
（設問数 ３2問）

英語科
（設問数 36問）

平成２9年度 中学生チャレンジテスト（１・２年生）の結果概要 高槻市教育委員会 平成30年４月

(1) 大阪府教育委員会が、府内における生徒の学力を把握・分析することにより、大阪の生徒の

課題の改善に向けた教育施策及び教育の成果と課題を検証し、その改善を図る。

加えて、調査結果を活用し、大阪府公立高等学校入学者選抜における評定の公平性の担保

に資する資料を作成し、市町村教育委員会及び学校に提供する。

(2) 市町村教育委員会や学校が、府内全体の状況との関係において、生徒の課題改善に向けた

教育施策及び教育の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、そのような取組みを

通じて、学力向上のためのPDCAサイクルを確立する。

(3) 学校が、生徒の学力を把握し、生徒への教育指導の改善を図る。

(4) 生徒一人ひとりが、自らの学習到達状況を正しく理解することにより、自らの学力に目標を

持ち、また、その向上への意欲を高める。

○実施校数及び実施生徒数

中学１年：18校（2,780人）

中学２年：18校（2,762人）

○学力に関する調査

中学１年：国語・数学・英語

中学２年：国語・社会・数学

理科・英語

高槻市

大阪府

確かな学力の育成

○「自ら学ぶ力」の育成を重視し「学習意欲」の向上を図るための取組の推進

○学習指導要領に示された各教科等の目標を実現するための授業改善の推進

○思考力・判断力・表現力等を育成するための各教科等における言語活動の充実

○言語に関する能力育成の中心的な役割を担う教科としての国語教育の一層の

充実

○数学的活動の充実，既習事項を活用する授業の推進と学習意欲の向上

○中学校英語科における，４技能のバランスの取れたコミュニケーション能力の
基礎の育成

○蔵書の充実と読書環境の整備による学校図書館の積極的な活用の推進

チャレンジテストの検証にかかる高槻市教育努力目標

高槻市 大阪府 差（対大阪府）

国語 ６0．６ ５７．４ ＋３．２

数学 ６２．９ ５８．６ ＋４．３

英語 ７８．0 ７２．５ ＋５．５

国語 ７３．６ ７０．５ ＋３．１

社会A ５２．８ ４９．３ ＋３．５

数学 ６４．９ ５９．７ ＋５．２

理科A ６６．６ ６２．７ ＋３．９

理科B ６６．６ ６３．１ ＋３．５

英語 ６４．８ ５９．４ ＋５．４

２年

平成２９年度　　（点）
学年・教科

１年

高槻市 大阪府 高槻市 大阪府

31 100

73.6 70.5

－

－

5 18

14.7 14.1

81.9

78.2

5 22

13.8 12.9

62.7

58.7

11 36

28.1 26.7

77.9

74.3

15 40

29.0 28.0

72.4

69.9

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

言語事項

学習指導要領の

領域等

設問数

(問)

配点

平均点 得点率(平均点/配点)

分類 区分

全体

高槻市 大阪府 高槻市 大阪府

36 100 52.8 49.3 － －

19 55 28.6 26.4 52.0 48.0

17 45 24.2 22.9 53.9 51.0

地理的分野

学習指導要領の

領域等

歴史的分野

設問数

(問)

配点

平均点 得点率(平均点/配点)

分類 区分

全体

高槻市 大阪府 高槻市 大阪府

33 100

64.9 59.7

－

－

10 32

21.9 20.1

68.4

62.8

11 33

21.3 19.5

64.5

59.0

12 35

21.8 20.1

62.2

57.4

－ －

－ －

－

－

数と式

図形

関数

資料の活用

学習指導要領の

領域等

全体

得点率(平均点/配点)

分類 区分

設問数

(問)

配点

平均点

高槻市 大阪府 高槻市 大阪府

32 100

66.6 63.1

－

－

－ －

－ －

－

－

13 40

26.1 24.8

65.2

62.0

13 40

28.3 26.6

70.7

66.5

6 20

12.2 11.8

61.1

58.8

生物的領域

地学的領域

物理的領域

化学的領域

学習指導要領の

領域等

全体

分類 区分

設問数

(問)

配点

平均点 得点率(平均点/配点)

高槻市 大阪府 高槻市 大阪府

32 100

66.6 62.7

－

－

6 20

12.5 11.5

62.7

57.3

13 40

26.0 24.8

65.0

62.0

13 40

28.0 26.5

70.1

66.2

－ －

－ － － －

化学的領域

生物的領域

地学的領域

物理的領域

学習指導要領の

領域等

全体

分類 区分

設問数

(問)

配点

平均点 得点率(平均点/配点)

高槻市 大阪府 高槻市 大阪府

36 100

64.8 59.4

－

－

12 31

24.1 22.6

77.7

72.8

－ －

－ －

－

－

26 75

49.7 45.8

66.2

61.1

5 15

4.7 3.8

31.2

25.5

書くこと

聞くこと

話すこと

読むこと

学習指導要領の

領域等

全体

分類 区分

設問数

(問)

配点

平均点 得点率(平均点/配点)

高槻市 大阪府 高槻市 大阪府

32 100

60.6 57.4 － －

5 15

9.9 9.3 66.1 61.9

5 19

11.3 10.6 59.5 55.7

10 38

19.6 18.0 51.5 47.3

17 46

29.5 28.3 64.1 61.5

得点率(平均点/配点)

全体

学習指導要領の

領域等

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

言語事項

分類 区分

設問数

(問)

配点

平均点

高槻市 大阪府 高槻市 大阪府

31 100

62.9 58.6 － －

15 45

29.8 27.6 66.1 61.3

6 22

14.5 13.0 65.9 59.1

10 33

18.6 18.0 56.4 54.5

－ －

－ － － －

得点率(平均点/配点)

全体

学習指導要領の

領域等

数と式

図形

関数

資料の活用

分類 区分

設問数

(問)

配点

平均点

高槻市 大阪府 高槻市 大阪府

39 100

78.0 72.5 － －

15 31

25.0 23.7 80.8 76.5

－ －

－ － － －

26 71

54.8 50.9 77.2 71.7

3 11

6.7 5.6 60.8 51.3

得点率(平均点/配点)

全体

学習指導要領の

領域等

聞くこと

話すこと

読むこと

書くこと

分類 区分

設問数

(問)

配点

平均点



国

語

科

国語の授業の内容はよく分かる。

社

会

科

社会の授業の内容はよく分かる。

国語の授業で自分の考えを書くとき，考えの理由が分かるように気をつけて書いている。 社会の授業で目的に応じて資料を読み，自分の考えを話したり，書いたりしている。

【各教科の結果について】
・第１学年では、昨年度同様に、３教科ともに調査内の全ての領域・関連において
　大阪府平均点を上回りました。
・第２学年でも、昨年度同様に、５教科ともに調査内の全ての領域・関連において
　大阪府平均点を上回りました。

【生徒に対するアンケートの結果について】
・１つ目の「授業の内容がよく分かる」の質問では、第１学年は全教科で肯定的な回
　答の割合が大阪府の平均値を上回っています。第２学年は、数学で大阪府の平均値
　をやや下回っているものの、それ以外の教科では、大阪府の平均値を上回っていま
　す。
・２つ目の各教科の思考力・判断力・表現力等の学習活動の状況を問う質問について
　は、全ての学年、教科で肯定的な回答の割合が大阪府の平均値を上回っています。
　　　＊肯定的な回答とは、選択肢のうちの「当てはまる」・「どちらかといえば
　　　　当てはまる」と回答した合計のことです。

英

語

科

英語の授業の内容はよく分かる。

英語の授業で自分の考えを表現するとき，相手に伝わるよう工夫して話したり，書いたりしている。

数

学

科

数学の授業の内容はよく分かる。

理

科

理科の授業の内容はよく分かる。

数学の授業で公式やきまりを習うとき，そのわけを理解するようにしている。 理科の授業で，自分の予想をもとに観察や実験の計画を立てている。

生徒に対するアンケートの結果平成２９年度中学生チャレンジテスト


